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よるライナ ー プレー ト設置の効率性， 土砂搬出の際の安









にある無人化掘削機， バキュ ーム土砂搬出システム， お
よび孔外でのライナ ー プレー ト組立解体を可能とするラ
イナ ー プレー トの圧入・引抜きシステムについて， 実際
の深礎杭に試験的に適用し， その実用性について検証し
た。 また， 対象システムは， オールケ ー シング杭と同様
にコンクリ ー ト打設に伴いライナ ー プレートを引抜くた
め， コンクリ ー トの地山空隙への充填が可能となる観点
から， 周面摩擦の設計上への反映も期待し得るものであ
表ー 1 対象深礎杭システムの特徴
作業項目 特 徴 レベル
｀
掘 削 孔外遠隔操作による無人化掘削 実用化
土砂搬出 バキュ ー ム装置による土砂搬出 実用化
土 留 め 分割型土留めの孔外での組立 ・ 解体 実用化
土留め圧入 孔外圧入装置による土留めの圧入設置 実用化
鉄筋組立 杭頭組立・孔外圧入装置による挿入 開発中
コンクリ ー ト 土留め先端バイブレー タ ー による孔内無人化
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2. l 掘削機と土砂搬出システム
掘削は， 図ー 2に示す旋 回可能な円形フレームの掘削
機を最下端の土留め材へ装着し， オペレータ ー が写真—
1に示すモニタ ー を見ながら行う。 掘削機には， 図ー 2·
に示すように， 2本のアームと礫や岩塊をバキュ ーム可
能な大きさに破砕するクラッシャ ー 機能付き排土受台，
およびバキュ ームホ ースで構成される。 2本のア ームに
は， A: 30kgのブレーカ ー 付バケット( 0. 025mり， B :­
ジャイアントブレー カ ー(195kg), C : 削孔機( 2.3mツ






写真一 1 掘削用モニタ ー
ではAと B を装着し， 一般土と300Illlll程度までの礫はバ
ケットで直接クラッシャ ーヘ投入し， 大きな礫は一 度
ジャイアントブレ ー カ ー で小割りしてから投入する。 参
考として， 図ー 2ではAと D を装着したイメ ー ジを示し
ている。
土砂の搬出は， クラッシャ ーで破砕された礫と土砂を








写真ー 2に示す既存のライナ ー プレ ー ト上下2枚を1つ




し， 図ー 2と写真— 2に示す土留め材外側の作業スペース
で行う。
2. 3 掘削と土留め圧入· コンクリ ー ト打設と土留め引
抜き




(a) 掘削と土留め圧入 (b) コンクリート打設と
土留め引抜き
図ー 3 掘削と土留め圧入， コンクリ ー ト打設と土留め引抜き
を地上から施工し， ここへ掘削機を取付けた時点をス









をスタ ートとすると， 図ー 3(b)のフロ ー に示すとおり，
コンクリ ー ト打設を先行させ， 土留めの先端を絶えず
0 .5m以上コンクリ ー トヘ貫入させた状態で， コンク





試験施工は， 第二東名高速道路設楽原パ ー キングエリ
ア工事における矢畑川橋上り線A2橋台の1本の深礎杭
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L = ll.50m n = 4本 （谷側）















掘削は， 掘削機操作室よりオペレ ー タ ー がモニタ ー を
見ながら行う。深礎の施工箇所は中央部に施工する深礎
があり， その周囲には土留め材の組立・解体を行う幅：
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頭部設置クレ ー ンを用いた転石ホッパ ーにより排出する
ことにより， 掘削速度を落とすことなく処理することが







含め， 掘削速度が0. 05~0. 15m/7hrと多大な時間を要し
た。参考として， 隣接する杭では発破を用いて従来工法
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3. 5 土留めの引抜き 装置，孔外での解体の実用性
コンクリ ー ト打設は従来工法により実施したので，打
設そのものは試験施工の対象外だが，本システムでは
オ ールケ ーシング杭のように，コンクリ ートの打設に伴
い土留めを引抜き孔外で解体を行うため，この際の作業
性が試験施工の対象である。 コンクリ ート打設とともに
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